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経 緯
１

市民エネルギー生駒（略称：CEI）の活動
・再生可能エネルギーとしての太陽光発電の普及促進
・生駒市での再生可能エネルギー地産地消を進める。

生駒市のねらい
・いこま市民パワー（略称：ICP）での再生可能エネルギー割合の増加
・生駒市の施設である優楽へいこま市民パワーから電力供給したい

（現状では優楽の管理会社がコスト面で関西電力から購入）

5号機を設置し、その電力をオンサイトPPAにて供給、自家消費の形
で電力の一部を賄うことを検討した。

その場合、発電した電力はいこま市民パワーを経由する形で供給、
いこま市民パワーでの再生可能エネルギー割合増加をもくろむ。
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検討1. 自家消費型の可能性
３

優楽の電力使用実態の調査 1年間の30分消費電力データの解析



検討1. 自家消費型の可能性

年間を通して昼間は50kWh/ｈ以上消費していることが分かったため完全自家消費型

４

年間を通して昼間は50kWh/ｈ以上消費していることを把握し、
50ｋＷのシステムで完全自家消費型が可能であることを確信する。



検討2. オンサイト方式について
５

太陽電池を設置する法面は優楽と同じ生駒市の所有地であり、優楽に隣接し
た法面で、敷地内にパワコン盤を設置し、そこから優楽キュービクルに接続する
ことでオンサイト方式での電力供給が可能である。

オンサイトPPAとは、需要家
（電気の使用者）が自社の敷地
内の土地・工場等の屋根をPPA
事業者（電力事業者）に貸し、
そのPPA事業者がそこに無償で
発電設備を設置・運用し、需要
家は自家消費分をPPA事業者に
電気料金として支払うスキーム。

優楽高圧キュービクル
パワコン盤

優 楽

５号機



検討3. 採 算 性
６

①販売価格の設定
・5号機からの調達料金 ＜ 現行の小売料金（K社） となる必要

●現状の電力調達単価

料金
プラン
（a）

燃料費
調整額
（b）

再エネ
賦課金
（c）

調達単価
（税込み）
（a+b+c）

第1段階 （～14,700kWh） -

-0.76
（※1）

3.36
（※2）

-

第2段階 （～29,400kWh） - -

第3段階 （～44,100kWh） - -

第4段階 （44,100kWh～） - -

⇒太陽光発電からの電力供給により、第4段階の料金支払いが減少

※1 令和2年度（4月～3月）の平均値
※2 令和3年度の再生可能エネルギー発電促進賦課金単価

＝（○○円/kWhー○○円/kWh）× 年間発電量見込96,786kWh

■年間の値下げ効果効果 優楽への販売価格を○○円とした場合

年間10万円程度安価



検討3. 採 算 性
７

②システム価格算出のための見積り
【仕 様】

・パワコン：50ｋW以下 自家消費型 過積載対応
停電時の独立型の発電とコンセントの設置

・太陽電池 10ｍ×60ｍの法面に設置できる容量 70ｋW～90ｋW 過積載型
・優楽の高圧キュービクルへの接続

届出が必要、保安管理体制、接続工事時間の制約がある
（優楽からの要求）

上記条件を満たす3社から相見積もりを取り、比較検討した。



検討3. 採 算 性 相見積もり
８

S社 M社 J社



検討3. 採 算 性
９

③ 採算性の計算
【前提条件】

CEIとICPからの出資金：7,816千円（15年返済 利子0.05％）と
私募債： 7,000千円（5年後一括返済 利子0.4％)で 建設費を調達した

発電量は4号機の発電実績を
基に算出



システムの概要
１１

【主なシステムの構成】

1. 太陽電池  90ｋW 単結晶375W × 240枚 （LONGi製）

2. パワーコンデショナー OMRON 5.5ｋW KPW-A55-2J4 9台  完全自家消費型
（ 停電時自立運転機能付き  非常用コンセントBOX設置）

3. 保護継電器 OMRON 完全自家消費専用 1台

4. 売電用スマートメーター 検定付き 1台

5. 遠隔監視システム エコめがね



システムの概要
１２

太陽電池 90ｋW

パワコン 49.5ｋW



システムの概要
１３

高圧キュービクルとの接続

高圧施設で太陽光の電気を自家消費する場合は、キュー
ビクル内の盤のどこかに接続することになる。高圧施設の
電気設備は電気主任技術者の選任が電気事業法上義務
付けられており、設備の管理はすべてこの主任技術者が行
うことになっている。

増設した設備で漏電などのトラブルが起きた場合、施設内の
電力系や他の設備に影響を及ぼさないよう、OVGR(地絡過電
圧継電器)やZPD(零相電圧検出装置)などの設置が必須とな
る。
逆潮流無の場合ではRPR（逆電力継電器）の設置とその復帰
方法などの追加的機器の設置が必要。
これら一連の高圧一次側の電気工事は第一種電気工事士の
有資格者であることが大前提。また、受電設備の改造は原則
として全館停電作業となるので、保安日と合わせたり、そうで
なけば施設の支障のない夜間早朝に行ったり、冷凍冷蔵設備
など24時間稼働の設備がある場合は予備電源など、停電作
業に伴う一連の準備が必要となる。

オムロン製

を採用



システムの概要
１４

高圧キュービクルとの接続

オムロン製
完全自家消費型保護継電器

夜間22時～24時で高圧キュービクルへの接続工事を完了できた。



設置に当たっての事前検討
１５

① 優楽との調整
・売電価格
・工事日程：高圧側に対する接続工事

夜10時以降2時間以内で実施すること
・保安管理：

② 関西電力送配電に対する手続き
：系統連系申込書（高圧、買取契約なし用）、Bルート申込書

③ 生駒市、いこま市民パワー、優楽との契約
・CEI/ICP 市民エネルギー生駒PPA電気サービス契約書

・いこま市民パワーPPA電気サービス契約書 その他生駒市との許可証、協定書等

④ 電気事業法に基づく届出

他の既に設置されている自家用電気工作物への接続な場合、
保安管理者は同一であること



設置に当たっての事前検討
１６

④ 電気事業法に基づく届出
太陽光発電は発電システムなので、電気事業法による規制を受けます。
システムの出力規模や電圧の種別によって、必要となる手続きが異なります。

※3 高圧受電・連系での、50kW未満の自家用電気工作物。
・保安規定については、他の自家用電気工作物が既に設置されている場合には、保安規定の変更・追加手続きが必要



完 成 写 真
１７

５号機と優楽（後方建物） 2021年11月完成



通 電 式

市内で再生可能エネルギーの普及に取組む一般社団法人「市民エネルギー生駒」によって、特別養護老人ホーム「やすらぎの
社優楽」の南法面に、完全自家消費型生駒市民共同発電所５号機が完成しました。

完成を記念して、通電式が令和3年11月12日（金）に開催され、市長も出席する予定です。

１８

■ 通電式の開催
・日時 令和3年11月12日（金） 15時30分～16時00分
・場所 生駒市小瀬町323 （やすらぎの社優楽 南法面）

完成を記念して、CEI、ICP、優楽、生駒市の関係者出席のもと通電式を開催し、市長にも出席頂きました。

小紫市長

日比野 楠



発 電 実 績
１９

2021年11月の発電開始以来、トラブルもなく順調に計画を上回る発電をしており、燃調費、再エネ賦課金が上昇する
状況がないPPA方式の電力供給の貢献で、優楽様には非常に喜ばれています。

1～５号機



ご静聴
ありがとう

ございました

一般社団法人 市民エネルギー生駒
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